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1. は じ め に  

河 川 法 で い う「 流 水 」（ 公 水 と さ れ る 河 川 水 ）の 管 理 は ，流 量 管 理 で あ

る ．「 洪 水・高 水 管 理 」と「 渇 水・低 水 管 理 」が あ る .本 発 表 で は ，後 者 を

扱 う ．  

「 流 水 」管 理 の 対 象 は 自 ず と ，河 川 法 が 定 め る 一 級 河 川 ，二 級 河 川 ，そ

し て 準 用 河 川 と な る ．他 方 ，全 国 的 に 認 め ら れ る 環 境 用 水 水 利 権 は ，通 達

を 契 機 に 運 用 を 開 始 し た ．申 請・承 認・許 可 に よ る 点 は こ れ ま で の 水 利 権

と 変 わ ら な い ．本 発 表 で は ，現 在 の 渇 水 ・ 低 水 管 理 を 制 度 と し て 俯 瞰 し ，

環 境 用 水 水 利 権 が「 河 川 法 が 及 ば な い 水 環 境 を 利 用 し た ，維 持 流 量 の 補 填

に よ る 河 川 管 理 者 の 河 川 低 水 管 理 」で あ る こ と を 踏 ま え ，そ の 特 異 性 は 同

水 利 権 が「 流 水 」に 限 ら ず 広 く 水 環 境 に 関 す る 労 力 や 費 用 の 申 請 者（ 環 境

用 水 水 利 権 者 ）へ の 移 行 を 含 意 す る 点 を 指 摘 す る ．そ の 上 で ，環 境 配 慮 が

期 待 さ れ る 現 況 の「 農 」に 対 す る 示 唆 に 触 れ る ．な お ，こ こ で い う 制 度 と

は ， 法 令 や 規 則 な ど の フ ォ ー マ ル ・ ル ー ル を 主 と す る ．  

２ ． 制 度 と し て の 河 川 低 水 管 理  

渇 水 ・ 低 水 管 理 の 眼 目 は ， 正 常 流 量 （「 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 」 に 必

要 な 流 量 ）の 決 定 で あ る ．正 常 流 量 は ，水 利 流 量 と 維 持 流 量 に 分 か れ ，水

利 流 量 に 対 し 絶 対 的 に 優 先 す る 維 持 流 量 と 水 利 流 量 の 和 ， も し く は そ れ

以 上 の 流 量 を 意 味 す る ．  

平 成 9 年 河 川 法 改 正 の 際 ， 維 持 流 量 の そ れ ま で の 検 討 項 目 に ，「 景 観 」

「 人 と 河 川 と の 豊 か な 触 れ 合 い の 確 保 」，さ ら に「 動 植 物 の 生 息・生 育 地 の

状 況 」（ 生 態 系 ）が 加 わ り 評 定 項 目 整 理 に 至 っ た の は ，昭 和 39 年 河 川 法 以

来 の ，河 川 水 に 対 す る 大 き な 思 潮 の 転 回 を 示 し て い る ．す な わ ち ，米 国 オ

レ ゴ ン 州 の 法 制 を 顕 著 な 例 と す る ， 人 間 中 心 主 義 か ら 自 然 中 心 主 義 へ の

世 界 的 な 思 潮 の 転 回 へ の 同 調 で あ る ．た だ し ，（ 河 川 ）維 持 流 量 と い う 概

念 は ， 関 東 圏 が 戦 後 直 後 に 台 風 に よ る 破 堤 と 未 曾 有 の 洪 水 被 害 を 経 験 す

る 一 方 で ， 急 速 な 経 済 成 長 と 都 市 の 復 興 を 受 け て 利 水 部 門 の 河 川 水 需 が

増 加 し た 結 果 ，治 水 を 河 川 公 共 事 業 の 主 幹 と 考 え る 河 川 局 が ，使 用 可 能 量

の 全 量 を 飲 み 尽 く さ ん ば か り の 利 水 事 業 の 推 進 に 警 戒 心 を 持 つ に 至 っ た

経 緯 の 産 物 で あ る こ と に 留 意 が 必 要 で あ る ．  

水 利 流 量（ 慣 行・許 可 を 問 わ ず 既 存 の 水 利 使 用 の た め の 水 量 ）は ，水 利

権 制 度 を 前 提 と し 決 せ ら れ る ．水 道 用 水 ，工 業 用 水 ，発 電 用 水 ，農 業 用 水

等 と し て 取 水 し 利 用 し よ う と す る 者（ 利 水 者 ）に 対 し て 河 川 管 理 者 が 水 利
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権 を 付 与 で き る 河 川 の 流 況 に は 自 ず と 限 界 が あ る ． 危 険 率 10％ ， 還 元 年

10 年 の 利 水 計 画 基 準 年 の 流 況 で ， 先 述 の 維 持 流 量 を 優 先 し て 差 し 引 い た

上 で ，先 行 者 優 先 の 原 則 に 基 づ き 申 請 者 に 許 可 を す る ．日 本 の 河 川 の 多 く

は ， 明 治 時 代 以 前 か ら す で に 水 田 灌 漑 用 水 等 が 基 準 渇 水 流 量 か そ れ を 超

え る 水 量 ま で 使 用 し て き た た め ， 申 請 に 応 じ て 新 た な 水 利 権 を 許 可 す る

た め に は ，先 行 す る 水 田 灌 漑 用 水 に 利 水 安 全 度 を 与 え 、か つ 維 持 流 量 を 確

保 す る た め に ，工 学 的 技 術 で 可 能 と な っ た 貯 水 池 建 設・流 域 変 更 で 渇 水 補

給 を 行 う 必 要 が あ る ．現 代 水 利 権 制 度 は ，貯 留 に よ る 水 源 手 当 と 一 体 と な

り（ 渇 水 調 整 制 度 を も う 一 つ の 柱 と し つ つ ）現 代 の 河 川 低 水 管 理 を 成 り 立

た せ て い る ．  

３ ． 環 境 用 水 水 利 権 の 特 異 性 に 関 す る 考 察  

環 境 用 水 水 利 権 は ，そ の 新 規 性・特 異 性 か ら「 河 川 法 が 及 ば な い 水 環 境

を 利 用 し た ， 維 持 流 量 の 補 填 に よ る 河 川 管 理 者 の 河 川 低 水 管 理 」 と さ れ

る ．そ の 特 異 性 の ひ と つ に ，申 請 者（ 環 境 用 水 水 利 権 者 ）が 原 則 地 方 公 共

団 体 の 長 で あ る こ と が 挙 げ ら れ る ． 従 来 の 水 利 権 で は ， 国 や 地 方 公 共 団

体 ，法 人 ，個 人 と 多 様 で あ る の と 対 照 的 で あ る ．特 定 地 域 の 水 環 境 に 対 し

知 見 と 経 験 を 有 す る 地 方 公 共 団 体 が ， 持 続 可 能 な 維 持 管 理 の 任 に 相 応 し

い と の 判 断 に 基 づ く ．こ の 含 意 す る と こ ろ は ，水 利 権 申 請 に 関 わ る 様 々 な

準 備 コ ス ト に 加 え 、許 可 後 の 関 連 費 用 や 維 持 管 理 に 関 す る 責 任 も ，水 利 権

者 で あ る 地 方 公 共 団 体 が 一 義 的 に 負 う と い う も の で あ る ． 環 境 用 水 水 利

権 の 運 用 の 根 拠 は 通 達 で あ り 河 川 法 上 の「 流 水 」に 限 ら れ な い た め ，こ れ

ま で の 水 利 権 と は 異 な り ，例 え ば ，普 通 河 川 に も 環 境 用 水 水 利 権 の 許 可 は

制 度 上 可 能 で あ る （ 実 際 は 現 況 を 変 え る 行 為 の 許 可 と な る と 思 わ れ る ）．

条 例 に 基 づ き 管 理 さ れ て い る 場 合 は そ の 条 例 で 定 め ら れ た 者 （ 通 常 は 市

町 村 長 ） が 許 可 権 者 と な る ．  

蓋 し ，お そ ら く 相 当 数 の 環 境 用 水 水 利 権 が ，一 級 河 川 以 外 の 河 川・水 環

境 で 許 可 を 受 け 運 用 さ れ て い る の は ， 当 該 水 利 権 に よ る 管 理 の 必 要 性 や

地 方 分 権 と い う 大 勢 に よ る 後 押 し の 他 に ， 特 定 地 域 の 水 環 境 を 維 持 管 理

す る 責 任 の 所 在 と 費 用 負 担 者 が 明 確 に な っ た こ と が 利 便 で あ っ た こ と の

証 左 と 言 い う る ． 農 業 用 用 排 水 路 を 利 用 し た 最 初 期 の 二 例 以 降 も 各 所 で

導 入 が 検 討 さ れ つ つ も 申 請 に は 至 っ て い な い 背 景 に は ， 各 地 冬 水 を め ぐ

る 条 件 の 差 や ，老 朽 化 し た 施 設 の 改 修（ 河 川 法 24 条 ）と 慣 行 水 利 権 の 許

可 水 利 権 化 （ 23 条 ） の 抱 き 合 わ せ な ど ， 様 々 な 事 情 が 存 在 す る ． 灌 漑 用

水 は 生 産 を 目 的 と し ， そ の 環 境 効 果 は 生 態 上 重 要 な が ら い わ ば 反 射 的 効

果 に す ぎ な い ． 限 ら れ た 資 源 の 有 効 な 分 配 と 使 用 が 必 要 な 昨 今 の 農 業 事

情 を 懸 案 す る と ，業 務 委 託 の 明 示 や 経 費 負 担 の 明 確 化 な ど に よ り ，環 境 効

果 に 関 わ る 費 用 を 地 方 公 共 団 体 へ 意 識 的 に 移 行 さ せ て い く 入 り 口 と し

て ， 当 該 水 利 権 の 意 義 は 大 き い ．  
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